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昨年 11 月の新体育館に続き、12 月に新校舎 A 棟 B 棟が落成、引っ越しを終え、

新年１月より樹の温もりのある明るい校舎で井草中の新しい歴史が刻まれています。

新校舎Ｃ棟は本年夏に竣工が予定されており、その後の校庭・グランドの整備を平成

24 年度末に終え、地域の象徴にふさわしい立派な学園・学び舎が完成します。井草中

CS（学校運営協議会）委員・支援本部委員は、地域の宝である生徒たちが充実した学

校生活を送り、成長し健やかに巣立っていけるように、学校を支え、見守っています。

保護者、地域の皆さん、今後ともご協力よろしくお願いいたします。 
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平成 23 年度のＣＳアンケート結果から 

ＣＳ会長 坂野慎二 

 

毎年ＣＳ（学校運営協議会）が 11 月に行っている生徒アンケートの結果がまとまりましたので

お知らせします。 

本年度は昨年度まで実施していたアンケート 28 項目を変えずに行いました。ただし、1 問のみ

意図がはっきりするように文言を変えました。 

文言を変えた項目以外の 27 項目を、過去３年の数値と比較してみました。過去３年間より良い

結果であったのが７項目、これまでの結果と同じ程度であったのが 10 項目、良くない結果であっ

たのが９項目となりました。プレハブ校舎で生活していた時期に実施した調査にもかかわらず、過

去３年間と大きな変化はなかったといえるでしょう。 

過去３年間と本年度を合わせた４年の中で、回答結果がすべて上昇したのは「給食は、ほぼ残さ

ずに食べている。」です。「よくあてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した人の割合は、

平成 20 年度から順に、71.4％→75.3％→76.0％→77.0％と年を追うごとに上昇しています（表

１参照）。井草中では食育に力を入れていますが、その結果がしっかりと現れているといえるでしょ

う。一生懸命に給食の献立を考え、調理してくださっている栄養士・調理員の方々にも感謝です。

この他にも「学校への来客には、あいさつをしている。」も、４年間尐しずつ結果が良くなって来て

います。また、「学校生活でストレスを感じることがある。」は、４年間の中で「よくあてはまる」「ど

ちらかといえばあてはまる」と回答した人の割合は下がっており、良い傾向が示されています（表

２参照）。 

逆に数値が下がってしまった項目は、「難しい問題も、自分の力で解決しようと心がけている。」「決

められた仕事は、最後までやりとげる。」「自分の健康には気をつけて生活している。」「学校生活は

楽しい。」等です。井草中の学校教育目標の基本方針である「井草魂（自主 丌屈の精神 共感・共

動の心）」の意味を、もう一度考えてみましょう。 

 

 

 

【表１】                【表２】 

  給食は、ほぼ残さずに食べている。    学校生活でストレスを感じることがある。 

２ 



     ～学校支援本部の紹介～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応援してください、井草サバイバルスピリッツ“ Ｉ Ｓ Ｓ
アイエスエス

” 
 

地域のお祭などで、井草中の生徒がわたがし・ポップコーンなどの模擬店販売をしている姿を見

たことはありませんか？それこそ、“井草魂”を体現する「井草サバイバルスピリッツ“ＩＳＳ”」

の活動の一端です。        

活動は土曜日学校として月２回ほど開催しています。 

活動内容は定期考査直前勉強会やアウトドア・調理体験、さら

に地域貢献のためのスキルアップなど、毎回１０～５０人の生

徒が集まります。運営・指導には過去にＩＳＳで活動した先輩

を中心とした１５名ほどの高校生・大学生が学生ボランティア

として戻って来てくれて、頼もしい限りです。 

その他に今年度は１２回、地域で出番をいただきました。日

頃から地域のお世話になっている井草中として恩返しの意味

もあります。『みんなのためにうごきます ＩＳＳ』という幟

を掲げて活動している井草中生を見かけたら、ぜひ応援をよろ

しくお願いいたします。 

（ＩＳＳ実行委員 石黒康） 

いぐさ会 

 

「いぐさ会」は、井草中の校長・副校長（教

頭）・ＰＴＡ会長・副会長の経験者の集いです。

毎年 4 月 10 日に総会・懇親会を行い、井草

中の思い出や今の姿、また、未来の展望を語

り合っています。 

「いぐさ会」としての独自の活動は行って

おりませんが、ＰＴＡの会長・副会長経験者

の多くは、井草中の学校運営協議会や学校支

援本部の各団体、学級サポーター（コミ担）

として、ＰＴＡを卒業しても、井草中を守り、

支える応援団として活躍しています。 

（平成 21 年度 PTA 会長 矢嶋智和） 

 

 

       

2 月 13 日（月）・20 日（月）          3 月 2 日（金）3 年生「社会人講座」   

3 年生家庭科「保育体験授業」        東京城西ロータリークラブより 14 名の講師をお招きしました。     

20 組の親子が協力してくださいました。       講師をお招きしました。                    
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     井草フェスティバル実行委員会主催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

昨年の 11 月 26 日（土）に生徒有

志、教員、CS 委員及び学校支援本部

委員で構成する実行委員会が開催し

ました。近隣の小学生、地域の方々を

含む 377 名の参加がありました。新

体育館を使用して、中学生と小学生、

そして地域の方々とふれあう充実し

たフェスティバルとなりました。 

 

 

 

  

 

 

リレーエッセイ ―井草中探訪 第 11 回― 

 

井草中学校に着任前、「井草中学校を知るには、学校支援 

本部“○
えん

”、コミ担会議、ＣＳ会議を見ることが一番」と、 

寺田節子前校長からお誘いを受けました。その後も何度か 

井草中学校に足を運び、地域運営学校について教えていただ 

きました。井草中学校に足を運ぶといつも生徒たちから、「こんにちは」、「さようなら」と挨拶され、「井草

中学校は挨拶がすばらしい学校なんだ」と着任前から「井草の良さ」に気づきました。 

さて、昨年の 8 月 26 日に「井草の良さを継続・発展させるために自分は何ができるか」をテーマに「地

域交流研修会」を開催しました。ＣＳ委員、学校支援本部委員、コミ担、教職員、ＰＴＡ役員の方々等が参

加し、これからの井草中学校が進むべく道を確認し、そのために自分で何ができるのか、何をするのかを発

表し合いました。井草中学校に関わる人たちが井草の教育を考え、実践できること、これも「井草の良さ」

です。 

新校舎や体育館が完成し、井草中学校の歴史に新しいページが加わりました。建物が変わり、人が変わり、

歴史が加わっても、「井草の良さ」は井草中学校に関わる人たちが、井草の教育を考え、自分で実践できるこ

とに変わりはありません。井草中学校には、学校支援本部“○
えん

”、コミ担、ＣＳ、保護者・地域の方々など、「井

草の良さ」を継続発展するための大きな原動力があります。私も常に「井草の良さを継続・発展させるため

に自分が何をするか」を考え、実践しがんばっていきます。どうぞよろしくお願いします。 

 

井草中学校 

副校長 

佐々木啓之 

 


